






要約:母子保健システムに取り入れることの可能な科学技術について広く調査してきたが、

本報告では主として診断と情報システムについてとりあげ検討を加えた。この領域の技術

的な進歩は著しいが、導入に際しては今後 Cosｔ-benefit を含めた事前の調査が必要であ

る。また高度な機器を必要としないが良質な情報を得られる例えばスコアリングのような

手法の開発も重要である。 


